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第８回熊本県議会高速交通ネットワーク整備推進特別委員会会議記録 

 

平成28年12月12日(月曜日) 

            午前９時59分開議 

            午前11時31分閉会 

                   

本日の会議に付した事件 

 １ 高速交通体系に関する件 

 ２ 熊本都市圏交通に関する件 

 ３ 付託調査事件の閉会中の継続審査につ

いて 

 ４ その他 

                   

出席委員(16人) 

委 員 長 森   浩 二 

        副委員長 増 永 慎一郎 

        委  員 前 川   收 

        委  員 小 杉   直 

        委  員 岩 中 伸 司 

        委  員 岩 下 栄 一 

        委  員 荒 木 章 博 

        委  員 鎌 田   聡 

        委  員 池 田 和 貴 

        委  員 渕 上 陽 一 

        委  員 髙 木 健 次 

        委  員 緒 方 勇 二 

        委  員 前 田 憲 秀 

        委  員 松 村 秀 逸 

        委  員 大 平 雄 一 

        委  員 中 村 亮 彦 

欠席議員（なし） 

委員外議員(なし) 

                   

説明のため出席した者 

 企画振興部 

         部 長 島 崎 征 夫 

交通政策・情報局長 福 島 誠 治 

      地域振興課長 小 牧 裕 明 

交通政策課長 藤 井 一 恵 

交通政策課政策監 内 田 清 之 

土木部 

部 長 手 島 健 司 

道路整備課長 上 野 晋 也 

道路保全課長 長 井 英 治 

首席審議員兼 

都市計画課長 宮 部 静 夫 

審議員兼 

鉄道高架推進室長 森   博 昭 

 警察本部 

交通部長 奥 田 隆 久 

交通規制課管理官 荒 木 健 司 

                   

                   

事務局職員出席者 

   政務調査課課長補佐 岩 永 千 夏 

     政務調査課主幹 池 田 清 隆 

――――――――――――――― 

  午前９時59分開会 

○森浩二委員長 ただいまから、第８回高速

交通ネットワーク整備推進特別委員会を開催

します。 

 まず初めに、執行部を代表して、島崎企画

振興部長から挨拶及び概要説明をお願いしま

す。 

 

○島崎企画振興部長 委員会開会に当たりま

して、執行部を代表して御挨拶及び本委員会

の付託案件の概要について、御説明申し上げ

ます。 

 初めに、森委員長、増永副委員長を初め委

員の皆様方におかれましては、先月の香港へ

の本委員会管外視察につきまして、大変お世

話になりました。 

 現在、運休中である香港航空への路線の再

開要請や大手旅行会社との意見交換などを通

じて、貴重な情報を引き出していただきまし

た。心より御礼申し上げます。ありがとうご

ざいました。 
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 今後とも路線再開に向け、委員の皆様方の

お力添えをよろしくお願いいたします。 

 それでは、付託案件の概要について御説明

申し上げます。 

 第１に、高速交通体系に関する件でござい

ます。 

 まず、高規格幹線道路等の道路ネットワー

クの整備につきましては、それぞれの路線に

おいて着実に整備が進められているところで

す。 

 また、熊本地震で九州の横軸の脆弱さとリ

ダンダンシー確保の必要性を痛感したため、

初の試みとして、熊本、大分、宮崎が心を一

つにして、３県合同で九州の東西軸の強化の

要望活動を行いました。 

 今後も引き続き、各路線の早期整備に向け

て要望活動などを行ってまいります。 

 次に、航空路線の利用促進についてです

が、国内線につきましては、夏場以降は旅客

数の回復傾向が見られます。しかしながら、

国際線につきましては、ソウル線及び香港線

の２路線が現在も運休しておりますので、路

線の早期再開に向けて引き続き全力で取り組

んでまいります。 

 次に、阿蘇くまもと空港ターミナルビルの

復旧・復興につきましては、先日の髙木委員

の一般質問において知事が答弁いたしました

とおり、阿蘇くまもと空港を熊本地震からの

創造的復興のシンボルとし、十分な耐震性能

を有する国内線と国際線が一体となったター

ミナルビルを新設することが必要と判断いた

しました。 

 また、その実現のために、民間の知恵と資

金を活用する公共施設等運営権制度、いわゆ

るコンセッション方式の導入を目指します。

あす、知事が国土交通大臣にその要請を行う

予定であり、今後、空港を管理する国としっ

かりと協議してまいります。 

 さらに、空港の創造的復興を核として、甚

大な被害を受けた熊本都市圏東部地域のポテ

ンシャルを最大限に生かし、再生・発展に向

けた将来像や取り組みの方向性などを示した

『大空港構想 Next Stage』を現在策定中で

あり、その素案についても後ほど御報告させ

ていただきます。 

  第２に、熊本都市圏交通に関する件でござ

います。 

 阿蘇くまもと空港へのアクセス改善の一環

として、空港ライナーの来年度からの本格運

行やＪＲ肥後大津駅の愛称化などに取り組む

とともに、公共交通機関の利用促進など、引

き続き交通ネットワークの強化に取り組んで

まいります。 

 以上、各案件につきまして概要を御説明い

たしましたが、詳しくは各課長から御説明申

し上げますので、御審議のほど何とぞよろし

くお願いいたします。 

 

○森浩二委員長 それでは、議題(1)執行部

から事業概要等の説明を受け、その後質疑を

受けたいと思います。 

 説明につきましては、簡潔にお願いしま

す。 

 では、執行部から説明をお願いします。 

 

○上野道路整備課長 申しわけございません

が、着座にて説明させていただきます。 

 高速交通ネットワーク整備推進特別委員会

の資料につきましては、変更した箇所を中心

に簡潔に説明させていただきます。 

 変更部分につきましては、資料にアンダー

ラインを引いておりますので、よろしくお願

いいたします。 

 Ⅰの１の高規格幹線道路等の整備に関する

件について御説明いたします。 

 まず、６ページをお願いいたします。 

 現状の欄の一番下の丸の人吉球磨スマート

インターチェンジについて、アンダーライン

のところでございますが、用地は100％取得

されました。今後は、埋蔵文化財調査工事促
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進をされると聞いておりますが、本県も引き

続き早期完成に向け支援をしてまいりたいと

思います。 

 次に、７ページをお願いいたします。 

 ２つ目の丸の２つ目の括弧、北熊本スマー

トインターチェンジについて、アンダーライ

ンのところでございますが、先月の11月18日

に都市計画決定され、今月２日に事業認可を

取得したところでございます。熊本市は早期

完成に向けて用地交渉や埋蔵文化財調査など

を行っていると聞いておりますが、本県も引

き続き早期完成に向けて支援してまいりたい

と思います。 

 次に、少し飛びまして13ページをお願いい

たします。 

 地域高規格道路の中九州横断道路につい

て、現状の欄の３つ目の丸、滝室坂道路でご

ざいます。 

 事業主体の国は、平成25年度の事業着手

後、外輪山にトンネルを掘るため、地質調査

や水文調査等を進めてこられました。このた

びトンネルの位置や工法が決定したため、詳

細な測量設計に入ると伺っております。 

 また、詳細な測量設計を行うことから、本

格的に現地作業に入るため、去る10月19日と

20日に、阿蘇市で地元説明会が開催されまし

た。本県もアクセス道路として県道の整備を

計画しており、今後も引き続き早期完成に向

けて国と協力してまいりたいと思います。 

 次に、16ページをお願いいたします。 

 熊本天草幹線道路のうち、現状の欄のアン

ダーラインの宇土道路の事業におきまして、

初めての工事となる改良工事の起工式が、昨

日宇土市城塚で行われました。今後も引き続

き早期整備へ向けて、国へ要望活動を行って

まいります。 

 次に、17ページをお願いいたします。 

 地域高規道路の有明海沿岸道路(Ⅱ期)につ

いてですが、囲みの欄外の参考をごらんくだ

さい。１つ目の丸の一番下のアンダーライン

のところでございます。昨年９月にくい打ち

式を行いました有明海沿岸道路の三池港イン

ターチェンジ連絡路についてですが、去る10

月28日に、荒尾市にて地元説明会が開催され

ました。 

 今後も引き続き、有明海沿岸道路(Ⅱ期）

の早期整備を図るために、国に対して積極的

に要望活動を行ってまいります。 

 次に、18ページをお願いいたします。 

  各路線の建設促進活動について記載をいた

しております。９月の本委員会後の主な活動

内容について御説明いたします。 

 まず初めに、①九州中央自動車道に関する

要望活動です。アンダーラインのところでご

ざいますが、去る８月31日に、熊本・宮崎両

県の期成会と共催により、宮崎県延岡市で建

設促進を願う地方大会を行いました。 

 また、10月20日には、中央提言活動と称し

て、知事を筆頭に国土交通省、財務省及び県

選出国会議員の皆様に要望を行いました。 

 ここで、大変申しわけございませんが、要

望先の最後に「山都町長他」と誤って記載し

ておりますので、削除をお願いいたします。

訂正しておわびを申し上げます。済みませ

ん、10月20日の要望先のアンダーラインの一

番右のところに、「山都町長他」というのを

削除をお願いいたします。 

 続きまして、11月15日には、冒頭に企画振

興部長の挨拶にございましたように、今回初

の試みとして、熊本、大分、宮崎の３県が合

同で、熊本地震を踏まえた九州の横軸の強化

として、九州中央自動車道と中九州横断道路

の整備促進を国に強く訴えるために、国土交

通省、財務省に要望活動を行いました。 

 次に、下の②南九州西回り自動車道です、

19ページをお願いいたします。 

 10月から11月にかけて４回要望活動を行っ

ております。その中で、11月17日には、熊

本・鹿児島両県の協議会、期成会及び議員連

盟の合同で、国土交通省、財務省及び自由民
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主党へ建設促進の要望を行いました。 

 次に、③中九州横断道路についてです。こ

ちらも10月から11月にかけて４回要望活動を

行っております。 

 20ページをお願いいたします。 

 11月11日には、熊本・大分両県の協議会

で、財務省及び国土交通省に対して要望活動

を行っております。また、①九州中央自動車

道と同じように、11月15日には熊本・大分・

宮崎３県合同で国に対して要望活動を行いま

した。 

  次に、⑤有明海沿岸道路(Ⅱ期）について

です。 

 こちらは、期成会の主催で、去る８月２日

に九州地方整備局、３日に国土交通省、財務

省及び県選出国会議員の皆様に要望活動を行

っております。このほかさまざまな機会を捉

えて要望活動を行っております。これからも

委員皆様のお力をおかりいたしまして、来年

度の予算獲得そして各路線の早期整備に向け

て、精力的に要望活動を行ってまいりますの

で、よろしくお願いいたします。 

 21ページをお願いいたします。 

 前回の委員会でも御説明させていただきま

したが、公共事業に対する県民の理解を深め

る取り組みとして、インフラ整備によるスト

ック効果をさまざまな方法でＰＲ活動をいた

しております。今年度は新たに11月11日から

25日までの期間、県庁新館ロビーでストック

効果のパネル展を開催いたしました。 

 また、11月28日から本日12月12日までの期

間、熊本駅前の森都心プラザで同じくストッ

ク効果のパネル展を、都市計画課所管の連立

事業との合同で開催をいたしております。 

 今後も引き続き道路整備の必要性を訴えて

いきたいと思いますので、よろしくお願いい

たします。 

 以上で道路整備課からの説明を終わりま

す。 

 

○藤井交通政策課長 23ページをお願いいた

します。 

 航空路線の利用促進について御説明しま

す。 

 (1)阿蘇くまもと空港の旅客者数について

ですが、平成28年４月から10月までの旅客数

につきましては、４月の熊本地震の影響によ

り、国内線で前年度に比べ約23万4,000人減

の161万3,000人、国際線で前年度に比べ約２

万人減の１万4,000人、合計で約25万4,000人

減の162万7,000人、対前年同月比86.5％とな

っております。 

 24ページをお願いいたします。 

 国内線の振興についての現状、各路線の動

きですが、国内線４月から10月までの旅客数

は、地震の影響により、ほとんどの路線で前

年度を下回っておりましたが、これは４月か

ら６月の落ち込みの影響が大きく、夏場以降

は旅客数の回復傾向が見られます。 

 個別に申し上げますと、東京線で対前年同

月比91.8％、９月以降は前年度並みに水準を

回復しており、大阪線では約75％、これはジ

ェットスタージャパンの運休の影響もありま

すが、伊丹線では７月以降対前年同月比にお

いて100％を超えている状況です。 

 また、名古屋線では79.9％、ジェットスタ

ージャパンの運休の影響もありますが、それ

を除きますと７月以降は100％を超えている

状況です。 

 沖縄線は観光需要が中心で、地震の影響に

より約73％といった状況でございます。 

 ２ページ飛びまして、27ページをお願いい

たします。 

 参考－４の表ですが、先ほど御説明しまし

た国内の路線別旅客数、利用率の詳細を記載

しています。 

 続きまして、28ページをお願いします。 

 (2)国際線の振興についての現状ですが、

ソウル線につきましては、冬ダイヤ期間中―

―10月30日から３月25日までですが――に入
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りましても、運休が継続されています。 

 29ページをお願いします。 

 台湾線につきましては、10月に、台北から

熊本、山口へのチャーター便が実施されまし

た。 

 香港線につきましては、ソウル線と同じく

運休が継続されています。しかしながら、先

ほど部長の説明にもありましたように、11月

７日から９日の日程で、本委員会による香港

航空及び大手旅行会社――ＥＧＬツアーズへ

の路線再開に向けた要望活動を行っていただ

きました。その結果、香港航空からは再開に

向けては前向きに考えているとの回答をいた

だき、またＥＧＬツアーズからは、11月、12

月と熊本宿泊の旅行商品を拡大するととも

に、１月からは南九州周遊の最も人気の高い

旅行商品においても、熊本宿泊を再開する予

定などの路線再開に向けた有益な情報が得ら

れたところです。 

 今回の要望活動を踏まえ、今後も引き続き

早期再開に向けて取り組んでまいります。委

員の皆様にはこの場をおかりして改めてお礼

申し上げます。ありがとうございました。 

 ２ページ飛びまして、32ページをお願いし

ます。 

 参考－２、平成28年度熊本～台湾高雄線の

月別利用状況やチャーター便の状況などを掲

載しています。 

 33ページをお願いいたします。 

 今後の取り組みについてですが、早期再開

に向け対策を講じてまいりたいと考えており

まして、特にソウル線につきましては、アシ

アナ航空の子会社で、日本地方路線を順次引

き継いでいるエアソウルにも情報提供などを

行ってまいります。 

 また、ソウルの大手旅行会社「旅行博士」

の企画により、平成29年１月６日から３月１

日まで、阿蘇くまもと空港とソウル仁川空港

との国際チャーター便の運航が決定されまし

た。具体的には、週２便での連続16往復のイ

ンバウンドチャーターを利用した熊本宿泊の

旅行ツアーが計画されており、これをきっか

けに、さらに韓国の観光客を熊本に誘致して

まいりたいと考えているところでございま

す。 

  33ページ下から34ページにかけて記載して

おりますが、香港線につきましては、引き続

き情報提供やプロモーション活動等を通し

て、香港大手旅行会社などが熊本への旅行商

品を販売しやすい環境を整備し、早期の運航

再開につなげてまいりたいと考えています。 

 また、南九州３県議会観光振興議員連盟に

よる香港訪問、年明けの１月31日から３日に

おきまして計画されておりますが、３県合同

による香港大手旅行社への表敬訪問が計画さ

れています。 

 また、熊本－香港間の再開に向けた熊本へ

の送客について、本県単独でのＥＧＬツアー

ズへの要望活動が行われる予定でございま

す。 

 その他、新規路線でございますが、年末年

始の日程で、旅行会社ＨＩＳによるフィリピ

ンとの双方向のチャーター便が運航される予

定となっております。 

 35ページをお願いいたします。 

 (3)航空物流機能の強化についてですが、

中ほどの表・参考－１ですが、一番下の欄で

すが、本年度９月～10月の取扱量は、前年並

みで推移しています。 

 ４ページ飛びまして、40ページをお開きく

ださい。 

 阿蘇くまもと空港の施設整備及び活性化に

向けた取り組み等についての(2)今後の取り

組み、ターミナルビル等の復旧・復興につい

てです。 

 先ほど部長の概要説明でもありましたとお

り、ターミナルビルの本格的な復旧につきま

しては、熊本地震からの創造的復興のシンボ

ルとして、十分な耐震性能を有する国内線、

国際線が一体となったターミナルビルを新た
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に建設することが必要と判断し、その実現に

向け、民間が持つ専門性、ノウハウを最大限

活用するために、いわゆるコンセッション方

式の導入を目指すことといたしました。 

 別添資料を用意させていただきました。コ

ンセッション方式なども御説明させていただ

きます。ホッチキスでとめました資料をごら

んいただけますか。 

 まず、１枚目の阿蘇くまもと空港の創造的

復興について、現状のところですが、国内線

ビルにつきましては、これまで５期にわたる

増改築がなされ、完成から既に45年が経過し

ている部分もあり、今後数年以内に建てかえ

等の検討が必要な状況になっています。 

 耐震性能につきましては、小さな文字とな

っておりますが、地域ごとの過去の地震の記

録に基づく被害の程度、または地震活動の状

況に応じて国土交通省が定める地域係数が

0.9、阿蘇くまもと空港が存在します益城町

は0.9でございます。 

 施設の種類によって、耐震安全性能の目標

が公共施設等に定められており、現在のター

ミナルビルは1.0、耐震性能がそれを掛け合

わせて0.9となっているところです。 

 次に、国際線ビルは完成から33年が経過し

ており、今後インバウンドの増加が見込まれ

る中、国が行うエプロン増設に対応するた

め、今年度から国内線ビルと連絡通路で結ぶ

増改築工事を行う予定としておりましたとこ

ろ、熊本地震が発生いたしました。 

 ３つ目の被害状況は、国内線ビルの軀体部

分を中心に多大な被害を受けており、いまだ

に立ち入り禁止区域が残っている状況です。 

 真ん中の列ですが、空港の復旧・復興に向

けて、有識者会議及び経済５団体からも大き

く３点の提言をいただき、検討を進めてきま

した。 

 まず、九州の広域防災拠点としての機能強

化として、大地震等の大規模災害が発生して

も継続して機能を発揮できる建物ということ

ですので、右の方向性にありますように、十

分な耐震性能を有する強固な建物にする必要

があります。 

 下の欄外に紹介しております熊本県公共施

設整備ガイドラインから見れば、重要度係数

は、少なくとも多数の者が利用する施設――

学校などの1.25以上に強化する必要があると

考えております。 

 ２点目として、甚大な被害を受けた益城町

を初めとする熊本都市圏東部地域の広域的か

つ長期的な発展に資するようにしていくこと

が必要であります。 

 ３点目は、九州の中央に位置する国際空港

の整備として、海外からのゲートウェイとな

るインバウンド需要に十分対応できる国際線

ビルへ機能強化を図る必要があります。 

 こうした検討の結果、方向性として、阿蘇

くまもと空港を創造的復興のシンボルとし、

十分な耐震性能を有する国内線・国際線を一

体化した新たなターミナルビルの建設が必要

と判断したところです。 

 次に、その実現のために、いわゆるコンセ

ッション方式の導入を目指すこととしており

ますが、２枚目の資料でその仕組みを御説明

いたします。 

 この制度は、国が土地などの所有権を引き

続き持ちながら民間に運営権を設定し、滑走

路、駐機場などの航空系事業と空港ビル、駐

車場などの非航空系事業を一体経営させるも

ので、空港運営の民間委託となります。 

 図のように、空港の管制業務は引き続き国

が実施し、滑走路、駐機場、駐車場には運営

権が設定され、空港ビルについては三セクか

ら譲渡される形で、下にありますように民間

による一体運営が行われることになります。

なお、国から委託される民間事業者は、公募

によって決定されます。 

 ３枚目をごらんください。 

 運営委託に向けたスケジュールと他の空港

の事例を示しております。 
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 一般的に、まず、左から３番目の滑走路や

ビルなどの資産調査が国において実施され、

次にその情報などを空港運営に関心がある民

間事業者に示し、マーケットサウンディング

と呼ばれる民間投資意向調査が行われます。

そのマーケットからの意見を踏まえた上で、

コンセッションの実施方針が策定・公表さ

れ、その後運営権者の公募、審査、選定とい

うプロセスを経て、民間による運営が開始さ

れることになります。 

 他空港の事例としては、仙台空港が本年７

月から民間による空港運営がスタートしてお

り、高松空港では選定プロセスに入り、先週

募集が締め切られたところです。福岡空港、

北海道でも手続に入ったところです。 

 民間による運営がスタートした仙台空港で

は、路線誘致の面で効果があらわれ始めてお

り、開始前は６便であった国際線が、現在は

15便に増便されています。また、ターミナル

ビルの改修が計画されるなど、利用者の利便

性向上に向けた動きも出てきています。 

 コンセッション方式は、民間の知恵と資金

を活用し、空港のポテンシャルを最大化しよ

うとする取り組みで、地域経済の活性化や発

展に寄与する有効な手法であると考えられて

おります。 

 阿蘇くまもと空港においては、ターミナル

ビルの建設に当たり、設計の段階からコンセ

ッション方式を活用することで、他空港にな

い効果も期待できるのではないかと考えてお

るところです。 

 先ほど部長が申し上げましたとおり、あす

13日に知事が国土交通大臣へ要請を行う予定

であり、熊本の将来の発展に資する空港とな

るように要請し、しっかりと協議を進めてま

いりたいと考えているところでございます。 

 あわせまして、Ａ３の１枚紙の「熊本都市

圏東部地域グランドデザイン『大空港構想

Next Stage』」をごらんください。 

 「平成28年熊本地震からの復旧・復興プラ

ン」の中で、阿蘇くまもと空港のあり方を含

め、甚大な被害を受けました益城町などの熊

本都市圏東部地域の創造的復興を推進するグ

ランドデザインとして、『大空港構想Next 

Stage』を策定することとしていました。 

 これまで大空港構想は、空港を核として、

空港周辺地域のポテンシャルを生かし活性化

を図ろうとするものであり、今回の『大空港

構想Next Stage』は、地震で甚大な被害を受

けた空港周辺地域を、空港の創造的復興を核

として、さらに活性化に向けた動きを加速さ

せていこうという考えであります。その素案

の概要につきまして簡潔に説明させていただ

きます。 

  一番上の策定の基本的な考え方ですが、空

港や益城インターチェンジを最大限に活用

し、広域的、長期的な視点から、当地域の再

生・発展に向けた将来像や取り組みの方向性

などを示すものです。 

 また、この方向性に沿って、県と市町村が

連携し、各復興計画との整合を図りながら、

取り組みを進めていくこととしております。 

 全体の将来像としては、地域のポテンシャ

ルを最大限に生かした創造的復興の実現を掲

げ、これにより有識者会議でも提言をいただ

いた熊本県経済を力強く牽引する地域を目指

すとともに、県内でも最も被害を受けた地域

でもありますので、誰もが安心して便利に暮

らせる地域の実現を目指してまいりたいと考

えております。 

  ただ、この実現のためには、地域での新た

な投資を呼び込むことが必要であり、その視

点として、民間活力、イノベーション、柔軟

な制度運用の３つのキーワードを掲げており

ます。 

 そして、当地域が目指す姿といたしまし

て、左側ですが、空港、産業、くらしの３つ

を挙げております。その中でも大空港構想と

して、空港を創造的復興のシンボルとして、

また地域活性化の起爆剤となるよう交流人口
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の増大、スムーズな空港アクセス、広域防災

拠点の実現を目指す姿としております。 

 その実現のために、右側の欄でございます

が、主な取り組みの方向性として、黒丸の４

つ、空港ターミナルビルの創造的な復興、機

能強化、更なるネットワークの拡大、アクセ

スの改善、広域防災拠点としての機能強化を

挙げています。 

 現時点の取り組み例として、コンセッショ

ン方式の導入による、国内線・国際線ターミ

ナルのビルの一体的整備、また、新規路線の

誘致、空港ライナーの本格運行や肥後大津駅

の愛称化、市内中心部とのアクセスの定時

性、速達性確保に向けたソフト・ハード対

策、空港施設の耐震化、支援物資受け入れ機

能強化などを記しております。 

 また、産業につきましても、左側ですが、

これまで空港周辺地域は企業の立地も進んで

いる地域ですので、空港の創造的復興を基点

として、新たな産業や雇用の創出を目指し

て、立地性を生かした産業の誘致やＩＣＴ、

ＩｏＴを活用した新たなサービスの展開など

に取り組みますとともに、観光面でも、空港

の創造的復興をさらに生かしていく方向性を

示しているところでございます。 

 また、くらしにつきましても、住みたい、

暮らしやすい地域の実現を目指し、住民サー

ビスの向上につながる取り組みや、県道熊本

高森線の４車線化などの交通の利便性の向上

など、取り組みの方向性を示しております。 

 甚大な被害を受けたこの地域だからこそ、

県や市町村が同じ方向性を持って進むことに

より、県内外の方々に安心して投資してもら

える、来ていただける環境、地域の実現につ

ながると考えております。 

 現在、この素案をもとに各市町村との意見

交換を続けており、各市町村ともしっかり連

携し、各復興計画とのビジョンも共有できる

よう、年内をめどに策定してまいりたいと考

えております。 

 以上、『大空港構想Next Stage』の素案の

概要でございます。 

 高速交通体系については以上です。 

 引き続きまして、本体に戻りまして、48ペ

ージをお願いいたします。 

 熊本都市圏交通に関する件、２の熊本都市

圏交通施策の主な取り組みの中の(1)阿蘇く

まもと空港へのアクセス改善の現状では、阿

蘇くまもと空港へのアクセス改善を図るた

め、ＪＲ豊肥本線を活用した空港ライナーの

試験運行等を行っており、運行開始から本年

の10月末までの延べ利用者数は35万3,145人

となりました。 

 表のとおり、４月から10月までの利用者は

４万6,476人、１日当たりの利用者数は216人

となっております。 

 １ページ飛びまして、50ページをお願いい

たします。 

 今後の取り組みですが、空港ライナーの運

行は、平成23年10月の試験運行開始から５年

以上が経過し、知名度の向上、一定の定着が

図られたことから、今議会に提案の熊本復

旧・復興４カ年戦略にも掲げておりますとお

り、来年度からの本格運行に向け準備を進め

てまいります。 

 また、本格運行に向けた新たな取り組みと

して、阿蘇くまもと空港の玄関口と位置づけ

ております肥後大津駅に、空港をイメージさ

せる愛称をつけることにより、空港に近くて

使いやすい駅のイメージを県内外に広く発信

します。これにより、ＪＲ豊肥本線と空港ラ

イナーを利用して、空港へアクセスできるこ

とを一層ＰＲし、人の流れをさらに拡大さ

せ、空港周辺地域の活性化や空港利用者の増

加を図ることとしています。なお、肥後大津

駅の愛称化に伴います関連予算を、今議会に

提案しています。 

  《公共交通機関利用促進策》につきまして

は、一部都市計画課が所管します施策もあり

ますが、まとめて御説明します。 
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 乗り継ぎ円滑化につきましては、51ページ

にありますように、ＩＣカードにつきまして

は、平成28年11月末現在のＩＣカード発行枚

数は約15万9,000枚となっています。 

 (3)パークアンドライドにつきましては、

平成28年10月末現在、駐車可能台数496台で

供用中であります。実施箇所の拡大を図るた

め、可能性が高いＪＲ豊肥本線沿線において

駐車場の候補地をピックアップし、可能性を

検討しています。 

 また、52ページでございますが、今後の取

り組みといたしまして、パークアンドライド

の実施箇所拡大について、可能性が高い候補

地に働きかけを行ってまいります。 

 資料の説明は以上です。よろしくお願いい

たします。 

 

○森浩二委員長 以上で執行部からの説明が

終わりましたので、質疑に入ります。何かあ

りませんか。 

 

○鎌田聡委員 空港ライナーの来年度からの

本格運用ということで説明がありましたけれ

ども、本格運用というのはどういうふうに、

今のやり方をそのまま、無料で走らせてその

ままで本格的な運行ということ……。 

 

○藤井交通政策課長 これまでのやり方を変

えるわけではございません。あくまでも試験

運行ということで、利用者の方々からもずっ

と続けるんだろうかといった声が、不安な声

もございましたので、本格運行への移行によ

りまして、利用者の方々に今後も安心して利

用していただけると考えているところでござ

います。 

 

○鎌田聡委員 では、内容は変わらずに試験

運行という名称が本格運行になるということ

ですか。そういうのであればほかに準備が必

要なのかどうか。 

 

○藤井交通政策課長 本格運行に当たりまし

て、今まで定着してきた流れをさらに強めて

いこうという取り組みといたしまして、今回

新たな取り組みとして愛称化、熊本空港を阿

蘇くまもと空港と呼んでいるような形で、空

港に近いというイメージを作ることによりま

して、もっと利用を促進いたしまして、また

公共交通機関をさらに利用していただくとい

う流れを強めていきたいと思っております。 

 

○森浩二委員長 よろしいですかね。 

 

○藤井交通政策課長 済みません、言い忘れ

ましたが、利用者のサービスを上げるために

コンペも行いたいと考えております。委託先

をコンペすることも考えているところでござ

います。 

 

○鎌田聡委員 予算上は変わらないというこ

とですか。 

 

○藤井交通政策課長 変わらないということ

の見込みで立てているところでございます。 

 

○鎌田聡委員 済みません。引き続き……。

空港のとるべき復興ということで話し合いを

しましたけども、これからコンセッション方

式ですか、それでやっていかれるということ

ですけど、１つあるのが空港ビル、これは三

セク譲渡ということになっていますけども、

これは今のあそこにいらっしゃる方々の雇用

はそのまま、民間のほうに引き継いでもらっ

ていく考え方でよろしいんでしょうね。 

 

○藤井交通政策課長 おっしゃるとおりでご

ざいまして、先行事例を見ておりますと、株

式譲渡の場合、ビル会社の社員の雇用関係は

そのまま継続されております。そういった例

で、株式譲渡でございます。その事業をその
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ままされるという形になっています。 

 

○鎌田聡委員 はい、ぜひそこをしっかり

と、雇用不安に陥ることなくしっかり取り組

んでいただきたいと思います。 

 それと、もう１点。38ページに、空港環境

整備協会からいつも、駐車場利用の分の還元

ということで、環境対策で来てたんですよ

ね。これがコンセッション方式になった場合

に、この部分が新しい民間の引受先から、ち

ゃんとこういった環境対策、もちろん駐車場

を運営されるわけですから、そこの分の環境

対策事業というのが、当然これは市町村、県

にこないとおかしいんですね。そういう考え

方でよろしいですか。 

 

○藤井交通政策課長 駐車場の利用代金につ

きましては、基本的には一括して運営されま

すので、ＳＰＣ、新しい運営会社に入ること

になります。その中でいろんなサービスとか

を行いますけども、あわせて環境対策等につ

きましても、今後いろいろやりとりを、これ

は主体となります国におきまして、いろいろ

地元の意向も踏まえながら検討されることに

なりますので、そういったところも踏まえて

しっかり協議をしていきたいというふうに思

います。 

 

○鎌田聡委員 その点は、今まで来ていた部

分が、増減はありますけども、2,800万円ぐ

らいですか、県、市町村に今年度は来ていま

すから、その分もぜひ減ることなくしっかり

とやっていただくようにお願いしておきま

す。 

 以上です。 

 

○森浩二委員長 いいですか。 

 

○鎌田聡委員 はい。 

 

○森浩二委員長 ほかに。 

 

○荒木章博委員 ちょっと２つぐらいお尋ね

したいと思います。 

 コンセッション方式でやるということで、

どういうやり方かもう少し詳しく教えてもら

っていいですか。 

 村田前副知事が大分前から、何遍も上京し

て、各省庁を回っておられたようですけれど

も。 

 

○藤井交通政策課長 済みません。ちょっと

私の説明も分かりにくいところがあったかも

しれませんけれども、御了承ください。 

 基本的に、今空港というのは土地はすべて

国が持っております。駐機場、エプロンあた

りを、管制を含めまして国が運営しておりま

す。あわせて、駐車場はさっきも答弁した空

港環境整備協会が委託を受けてやっておりま

して、空港ビルの運営につきましては、国か

ら委託を受けた形で空港ビルが運営してい

る、それぞればらばらで運用をされている。 

 今回、法律の趣旨にもありますように、そ

れを一体運営させることにより、効率運用、

民間の知識を、ノウハウ、そして資金力を生

かした運用を行うというのが基本的な考え方

でございまして、今各空港、国管理空港にお

きましては、そういった取り組みを始めてい

るところがふえてきているところでございま

す。 

 

○荒木章博委員 今から進めていかれるわけ

ですけどね。今からいろんなコンペ式とか設

計とか、そんなものも検討されながら進めて

いかれると思うんですけども、ひとつ注文を

つけておきたいと思うんです。 

  ＪＲ九州のときには、県の担当課が絵を描

いた、安藤忠雄さん。やっぱりそういうやり

方はちょっとおかしいんです。だから今後、

今から取り組む中で、県がそういう加入の仕
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方を、しっかり民間活力でやっていくという

ことであるならば、きちんとした入り方、絵

を描かせたり、そういう権限が出たり、そう

いうのを発生しないようにきちんとやってほ

しいというふうに、議事録の中にもこの場で

きちんと私は申し述べておきます。 

 いろんな話が今まだこれについてはたくさ

んあります。ですから、今ここでそれをどう

だこうだということは言いませんので、きち

んとした対応の仕方、南関処理場も含めて、

ＪＲの駅舎も含めて、きちんとしたやり方を

今後取り組んでいただきたいというのが１つ

です。それは要望しておきます。 

 それと、33ページなんですけど、ここは香

港線、ソウル線が止まっている。ソウルの

「旅行博士」に、よく熊本にも剣道大会と

か、いろんな大会に来ていただいておる。今

度は菊池で大きな大会をやるんですけど。 

 それで、「旅行博士」というので、今後の

２カ月間なんですけど、これはもちろん担当

部で、課で努力をされて、こういうのが実る

ようになる、こういう少し動きがあると、全

然、熊本県の韓国に対する取り組み違ってく

ると思うんですけど、そのいきさつやら、今

後の、また考え方みたいなものも、ちょっと

お尋ねしたいと思います。 

 

○内田交通政策課政策監 今、荒木委員のほ

うから御指摘いただきましたように、ソウル

線につきましては、なかなかアシアナ航空、

それから子会社となりますエアソウルとも接

触をして、直接ソウルのほうに行きまして、

エアソウルの本社のほうに行きまして、交渉

等を行ったところでございますけども、エア

ソウルさん自体の機体、飛行機の数がなかな

か足りていないという状況もございまして、

その点で熊本への路線が新しく組むことが難

しいというのが一つございました。 

 もう一つは、やはり韓国のインバウンドの

お客様方から、熊本を見たときに、地震の余

震の影響というのがまだまだ残っているとい

うことで、新たな旅行商品の造成というのが

なかなか難しいですよというお話がございま

した。 

 そこで、今度は旅行会社のほうを私どもは

丁重に回らせていただきまして、例えば熊本

の今の観光地の状況を紹介したＤＶＤですと

か、それを韓国語で紹介したものを作った

り、あるいはパンフレットを作りまして、一

軒一軒旅行会社を回りましたときに、荒木先

生のほうから御紹介ありましたように、日本

に非常に送客の実績がある「旅行博士」とい

う会社のほうが、こういうことで熊本行ける

んですね、大丈夫なんですねというお話を伺

ってまいりました。 

 では、ひとつ自分のところで熊本の宿泊を

含めた旅行コースを組んでみようじゃないか

という御提案をいただきまして、今までいろ

いろ交渉を続けてきたところでございます。 

 今般、今週から「旅行博士」さんのほう

が、韓国国内に対しまして、旅行商品を売っ

ていくということに一応決まった次第でござ

いまして、内容といたしましては、来年の１

月６日から３月１日まで、往復計16便でござ

いますけれども、大体送客数が3,000名を超

える数でございます。熊本泊つきの旅行商品

を販売していくといった形になったわけでご

ざいます。 

 

○荒木章博委員 16便で約3,000名の人たち

が熊本に来られる。そしてまた、韓国は地震

がほとんどないところですけども、福岡のと

きには地震があって、みんな驚いたわけです

けれども、3,000人を熊本にインバウンド

で、いろんな熊本の観光地あたりのおもてな

しですね、これから韓国の旅行者も含めて、

おもてなしをしっかりやっていただきたいな

というふうに思います。 

 このチャンスを生かして、まだソウル線、

アシアナ、また子会社でも取り組んでいただ
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きたいなと思いますけれども、引き続きよろ

しくお願いしまして、終わります。 

 

○池田和貴委員 済みません。今荒木委員の

ことにちょっと関連してといいますか、全体

の話なんですけど、香港のほうに視察をさせ

ていただきました。その際に、ＥＧＬツアー

ズの袁社長のほうから御説明があったんです

が、要するに今のいわゆる香港からの日本へ

の訪日外国客も、ツアーで送り込むのは大体

５％ぐらいじゃないかなと、残り95％はいわ

ゆる個人旅行になって、日本国内の要するに

インバウンドの皆さん方に対するインセンテ

ィブみたいな支援策も、個人旅行向けのそう

いう支援策がふえてきているという説明があ

って、自分たちみたいなツアー商品をつくっ

ている会社に対する支援がやっぱり少なくな

ってきているという説明があって、旅行の形

態が変わってくる中で、行政としてこうやっ

て新規路線を開拓をしたりとかする場合に、

やり方もおのずと変わってくるような気がす

るんですけど、そういうのって熊本県はどう

いうふうに捉えて、どうやっていこうとして

いるのか、その辺もし何かあれば教えていた

だきたいと思うんですけど……。 

 

○藤井交通政策課長 委員御指摘のとおり、

旅行者のタイプといいますか、いろいろ動き

がございます。それにあわせて我々のほうも

情報発信の仕方も工夫しているんですが、最

近地震後行っております例えば海外の旅行者

を招いたツアーなどにおきまして、情報発信

力を持った方によって、やっぱりネットで発

信してもらうことを相当強く今動き始めてい

ます。 

 あわせて、海外でテレビを見て旅行商品を

自分で選ぶ。韓国なんかテレビショッピング

あたりの動きもありますが、ほかの地域でも

旅行番組を特集したものもございますので、

そういったところにどう情報を発信するかと

いうことで、実はＤＶＤをつくりましたけれ

ども、短めの「くまモン」がうろうろするよ

うな、そして熊本を案内するようなビデオも

作成しながら、そういったものもテレビ放送

できないかなということで、一部動いており

ます。それは、海外の有線テレビとかという

ところに、できないかというような作業もや

っているところでございます。 

 おっしゃるように、旅行者のいろんなタイ

プございますので、そして個人旅行者に向け

ても、そういった対応をしてまいりたいと考

えているところでございます。 

 

○池田和貴委員 わかりました。いわゆるソ

フト面でのいろんなバラエティーを持ってや

っていくということが大切なんだろうという

ふうに思うんですけど、やっぱり相手先の国

がどういうコンテンツを活用しているか、例

えばＳＮＳが主流だとか、テレビが主流だと

か、あとはネットショッピングが有効だと

か、そういうのをよくマーケッティングした

上でやっていくことが、今後重要なのかなと

いうふうに思っておりますので、頑張ってい

ただきたいと思います。 

 それと、やはり熊本への旅行が、熊本空港

インで泊まるのが一番いいんですけど、そう

じゃなくて福岡空港インで熊本への宿泊と

か、いろんなパターンが考えられると思うん

です。そういった意味で、路線を確保するた

めにはこうしなきゃいけないけど、観光はま

た別とか、すごくバラエティーに富んでいる

ので大変だと思うんですが、その辺はしっか

りと時代に合ったやり方をやっていただきた

いということで、要望したいと思います。 

 

○荒木章博委員 関連して、韓国については

学校、中学校、高校と姉妹提携を結んだりし

ている学校の、そういうような促進も協力し

ていただきたいなというふうに思っておりま

す。 



第８回 熊本県議会 高速交通ネットワーク整備推進特別委員会会議記録（平成28年12月12日) 

 - 13 -

 それと、先般、蔚山ＭＢＣと熊本のＲＫＫ

と、私もちょっと同席させていただきました

けれども、ＲＫＫの社長と一緒に両方のコン

サートやりました。すごい盛り上がりで、ち

ょうど大雨だったもんですから、蔚山大学の

中、講堂の中でやったりしたんですね。そう

いったものも韓国全土に放送されたりしてお

りますので、ＲＫＫだけではなく、ＫＡＢや

らＫＫＴやらＴＫＵなど、いろんな韓国と姉

妹提携あるもんですから、そういうところの

促進とかの予算あたりもがんがんつけて、熊

本県をアピールできるように。本当に熊本の

いろんな、熊本城や阿蘇をモニターでずっと

映してきました。次の日は新潟市が、市長を

初め20名ほどの議員さんたちが来ていました

ね。そして、次の日の文化祭には、１日目は

熊本、２日目は新潟が中心となって活動され

ておりました。 

 今後、そういう交流の積極的なことでアピ

ールをしていくこと、こういうことも一つの

方法ではないかなと思っております。ですか

ら、テレビ局が持つ友好、交流、そしてまた

そういう現場でのお互いの発信、そういうと

ころもじゃんじゃんやっていくことによっ

て、熊本という地震というのが元気になって

いるんだということを示していくというよう

な、メディアを使うのが一番いいと思うんで

す。 

 そういうもんを、新年度予算あたりでも計

上されて、各テレビ局との交流はどんなもの

を出していくのかと、コンペでどんなものを

やるのかということを、これ本当に韓国全土

に熊本を知ってもらう、そういうこともぜひ

やっていただきたいと思いますが、これは答

えは要りません、要望です。 

 

○森浩二委員長 いいですか。 

 

○前川收委員 済みません。空港国際路線の

話ばかりだったけど、道路にちょっと入っ

て、質問させてください。 

 13ページの中九州横断道路の件なんですけ

れども、13ページの表を見ていただくと御存

じのとおりでありますが、阿蘇大津道路の延

長約５キロ、整備区間になっていましたが、

平成22年度に事業休止されております。 

 ただ、今回の57号線の立野の崩落によりま

して、57号が不通になった代替路線として、

このトンネルですかね、トンネルを掘るとい

うことで、トンネルの位置関係を見ると、私

が承知しておりましたそこが整備区間になっ

ていましたから、路線の計画もあったわけで

ありますので、この阿蘇大津道路のトンネル

の計画と今回のいわゆる57号バイパスのトン

ネルの計画というのはほぼというか、全く同

じ位置関係だろうというふうに思っておりま

す。 

 それは大体知っている人はみんなわかって

おるわけですけれども、なおかつ阿蘇大津道

路のほうはまだ休止状態のままだというとこ

ろが非常にわかりにくい。要するに、同じと

ころに道をつくるのに、一応事業上は休止と

いうことになっているところが、そのまま今

はトンネルは着工したと聞いていますけれど

も、着工している、ここをどう整合させるの

かということが１つ。 

  あわせて、熊本市－大津間がまだ調査区間

のままでありますけれども、これもやっぱり

非常に重要なルートで、今この部分を重点的

に我々は対応をしてまいりました。 

 阿蘇大津道路の休止部分は、57号の４車線

化と並行路線になるから、57号の４車線化を

先行していただいて結構ですということで、

事業休止についてはやむを得ないという思い

を持っていたわけでありますけども、この阿

蘇大津道路の計画、これは整備区間になって

いるわけですから事業は休止していますけど

も、その事業休止と同じところにトンネルを

掘られているのがどう整合するのかというこ

とと、熊本－大津間についての状況について
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ちょっとお話をいただければと思います。 

 

○上野道路整備課長 今、前川委員がお話し

のとおり、地域高規格道路として計画されて

おる中九州横断道路の阿蘇大津道路というの

は今、平成22年度から休止されていると。そ

ういう中で、今回の阿蘇大橋付近の崩落、直

轄国道の寸断という事態が起こったというこ

とで、国のほうもあくまでも現道57号の代替

路線ということで、現道を復旧するだけでは

今後の地震等の対応を考えますと、現在の整

備では、その辺が残るということから、新た

な北側にというのも考えていただいたことか

と思います。 

 そういうわけでして、まだあくまでも今、

国が北側ルートとして整備をされているもの

は、57号線のバイパスというふうな形の位置

づけで整理をされているというところでござ

いますので、今後の交通の実際の流れ等々を

考えて、位置づけ等を考えて、中九州横断道

路との整合を国のほうも考えていかれるんで

はないかというふうに思っているところでご

ざいます。 

 それと、２点目の熊本－大津間の約21キロ

につきましては、御承知のように計画段階評

価が終了しまして、北側ルート案ということ

で、ルート帯と申しますのは、道路の幅が約

１キロの範囲の中で、ルートを決定していく

ということになっております。ルート帯を決

定したことから、現在は環境影響評価、さら

には同時並行として、都市部におきまして

は、都市計画決定というふうな準備を今進め

られているところと聞いております。 

 私どもも阿蘇へ通ずる高規格道路としまし

て、非常に重要な路線と考えておりますの

で、今後もしっかりと国のほうにも要望をし

てまいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

 

○前川收委員 阿蘇大津道路は事業休止のま

まで、立野の57号線の北側バイパスというこ

とでの整備が始まったということで、私は大

変ありがたいと思っておりまして、普通こう

いうようなやるときには２つの区間、工事区

間を複数一遍にやるというのはなかなか難し

くて、手前から順番にとか、今あれが終わっ

たら次の区間に入りますとか、そういうやり

方でやっていらっしゃったんですけど、阿蘇

大津道路は、基本的には中九州横断道路とは

違うということですから、ここの予算と、阿

蘇大津道路の予算と熊本市－大津間、熊本－

大津間の道路の予算は別マター、別のルート

だということで進めていただけると思ってお

りますので、熊本－大津間というものについ

て一生懸命やってもらえれば、熊本－大津間

と阿蘇大津道路と滝室坂が、同時進行で整備

できるという、まさに創造的復興の象徴的な

やり方が見えるようになるんじゃないかなと

期待しておりますので、よろしくお願いしま

す。 

 １点だけちょっと質問ですけど、今度つく

られている阿蘇大津道路と同じところを通る

北側バイパスのトンネルは、片側１車線だと

いうふうに聞いていますが、中九州横断道路

の計画はどうだったんですか。 

 

○上野道路整備課長 中九州横断道路のとき

に、今おっしゃいました車線数をいくつにす

るかというのは、まだ熊本から、熊本都市

圏、合志、大津を通って阿蘇に行く中に、そ

の交通量を見据えて車線数を決定していくと

いうことになるものですから、都市部の車線

数と阿蘇地域の車線数というふうなのは、交

通流の中で考えていくということで、阿蘇大

津道路のところは２車線を考えていらっしゃ

ったのではないかと思います。 

 以上でございます。 

 

○前川收委員 それは考えていらっしゃった

というのは、事業区間になっているのだか
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ら、整備区間になっているのだから、それは

決まっていたはずです。 

 

○上野道路整備課長 ２車線で考えていただ

きました。 

 

○前川收委員 今後の道路の要求ですね、交

通需要によっては変わることはまた違うわけ

ですから、あり得るとは思いますけれども、

できれば中九州にアップグレードしていただ

ければ、片側２車線の道路が阿蘇までつなが

るということになると思いますので、まずは

災害用のバイパス道路としてやっていただい

て、その後また頑張ってという形でよろしい

ですかね。そういうふうに考えておけばいい

んですかね、我々としては。 

 

○上野道路整備課長 しっかりと国のほうに

も要望をして、また協力できるところは協力

して取り組んでまいりたいと思います。 

 

○前川收委員 よろしくお願いします。 

 以上です。 

 

○髙木健次委員 阿蘇くまもと空港、知事が

大決断をされて、コンセッションをするとい

うことで取り組みをされたということです

が、きょうまた新たに熊本都市圏東部地域グ

ランドデザイン『大空港構想Next Stage』、

この素案が概要版として出されております

が、阿蘇くまもと空港を創造的復興のシンボ

ルとして考えていくということの関連策のグ

ランドデザインというものが出てきたと思う

んです。 

 ということは、今回の地震で被災をされ

た、大きな被害を受けた益城、西原、南阿蘇

地域、この辺をしっかり早い段階で創造的な

復興を図ろうという趣旨だと思うんです。 

 ということは、阿蘇くまもと空港とリンク

した構想になるというふうに理解しておりま

すけれども、あの地域のグランドデザインと

いうのが大きく変化していくというふうに思

うわけです。これは非常に被災された地域に

とりましては、大変明るい材料になるのかな

という感じがいたしております。 

 その計画というのは大変遠大なもの、大き

なものになるというふうに思っております

が、地元からすれば非常に喜ばれるのではな

いかなという感じがいたします。この辺はし

っかりと地元、また地元の３地域の、ちょっ

と離れた地域のほうにも目をかけていただく

ような、何といいますか、素案をつくってい

ただければ大変またありがたいという気がし

ますけれども、この辺はいかがでしょうか。 

 

○藤井交通政策課長 もともと空港周辺地域

といいますのは、企業の集積があったり、ま

た県外からも、言うならば空港周辺に土地は

ないのかといった声などもございました。た

だ、今回の地震で大変甚大な被害を受けて、

まちづくりもスタートというふうな形になり

ますので、空港の魅力を高めることによっ

て、それを起点といたしましてさらに県外か

らの資本とか、そういうところも投資しやす

い環境になっていければという考えもござい

ます。あわせて、やはり先ほど御指摘がござ

いましたけども、市町村とどう同じ方向性を

向いて一緒になってやっていくかということ

が、大事な方向性だと思います。 

 今回のグランドデザインは、まさにその方

向性を示すという形でございますので、今後

具体的なものをやるに当たって、やはり市町

村と連携しながら取り組んでいきたいと考え

ておりますし、また市町村間、広い地域でご

ざいますので、連絡するところとか、いろん

な考え方があると思いますので、そこは皆さ

んと共有しながら進めていければと考えてい

るところでございます。 

 

○髙木健次委員 これからの取り組みですか
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ら、しっかり市町村と連携をしながら考えて

いってほしいと思います。 

 それからもう一つ。コンセッション方式で

すが、民間の資金、ノウハウを全面的に取り

入れるということで、熊本空港といいながら

ある程度は、最終的には、何年か先には民間

が運営からなんから全部やるということです

ので、ただ熊本県にある空港として、熊本県

がある程度イニシアチブといいますかね、そ

の辺はしっかり大事にしていかないと、民間

に、そういうことではないと思いますけど任

せっきりと、そういうことで安全、安心の面

からも問題も出てくるのかなという感じを受

けます。これはしっかりと初期の段階からそ

ういうことを踏まえて協議をしていかれると

いうふうに思いますけれども、その辺につい

ての一言、課長の方から……。 

 

○藤井交通政策課長 この公設民営というこ

とで、国管理空港でございますので、主体は

国が行われることになりますので、それに対

して各空港とも地元の意向を踏まえながらや

っていただくということで今動いておりま

す。私どももそういった点しっかり踏まえま

して、国に対してしっかりと協議していきた

いと思っているところでございます。よろし

くお願いいたします。 

 

○岩中伸司委員 ３点ほどお尋ねしたいんで

すが、一つには関連で、空港の関係で民間を

加えて、民間委託で今後は民間のノウハウを

生かしていくということですけども、先ほど

もちょっと質問が出ていたんですが、民間へ

委託する場合というのは、大体民間のノウハ

ウを生かすというのもあるけれども、さっき

の答弁では、スタッフは同じメンバーでいく

ということが基本になるんですかね。 

 

○藤井交通政策課長 先ほど雇用関係はどう

かと聞かれましたので、雇用は会社も譲渡さ

れますので、そのまま引き継がれるというこ

とを申し上げました。民間のノウハウ、知恵

といいますのは、やはり新しい企業が来ま

す、その企業さんは全世界とのネットワーク

を持っていて、そういった人材、いろんな人

材をまた新たに使用されると思います。 

 それと、仙台空港の例で言いますと、利用

者を、30年で300万強を550万人、を目標に経

営していきたいというふうな方向で計画を立

てられて、投資を初め、民間、要するに新し

い人材も投入することになるかとは思います

が、そういった計画を立てられながらやって

いきます。 

 ただ、国管理空港でございますので、国が

最終的な安全性とか、利便性向上といったも

のも、最終責任は、国がそういったところ

を、提案を受けて審査していくということに

なります。そういったところでは民間の知恵

が投入されてくるかなと考えております。 

 

○岩中伸司委員 国が主体となって、そうい

う方向で運営の形態を変えていくということ

ですが、私の場合やっぱり心配するのは、そ

れはどうでも民間でやらなきゃいかぬのかと

いうことは、今の状況ではそういう動きにな

っていますのでどうにもいかぬけれども、必

ずそうなったら、今、雇用の問題で、雇用形

態はそのままですということですが、やっぱ

り民間になったら雇用の形態、労働条件とい

うのは必ず悪くなっていくんですね。よくな

った話を聞いたことはないんですが……。 

 民間というのは利益をどう上げるかという

ことで、私も出身は国鉄ですので、またちょ

っと質問もしたいんですが、やっぱり民間委

託になったらすべて、路線は廃止をされた

り、労働条件は悪くなったりするのが、一体

的にそういう現実はずっとあるんです、今日

まで。ですから、そこら辺はちゃんと国とし

て責任持ってやっていけるのかなというの

は、非常に心配な面としてあるんです。それ
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は、自信を持って前向きに言えますか。 

 

○藤井交通政策課長 民間になれば雇用条件

が悪くなるとか、そういうことは余り私ども

は考えておりませんで、やはり競争社会の中

で、各空港も、要するに利益を上げるように

今動いております。その中で、利益を上げて

いけば配分もあるし、あわせて仙台空港の例

ですけれども、従業員の方どうだったかなと

いうことでお話を聞いておりますと、例えば

自由な提案ができるようになるということ

で、生きがいを持って、やはり新しいアイデ

アをどんどん会社側と議論するような環境が

また膨らんだといった声も聞かれます。 

 まだ、いろんな意味で可能性があることで

ございますので、民間の企業がこの空港のポ

テンシャルを最大化していこうという取り組

みには、そういった心配もあるかもしれませ

んが、そういったことにならないように頑張

っていかなければならないんではないかと期

待をしているところでございます。 

 

○内田交通政策監 補足でございますけれど

も、今回のコンセッションに当たりまして

は、平成25年６月19日に成立しました民間の

能力を活用した国管理空港等の運営等に関す

る法律というのが、通称民活空港運営法と申

しますけども、それがベースになっておりま

す。 

 この法律を施行していくために、基本方針

のほうが定められておりまして、この基本方

針に則ってコンセッション方式の手続がとら

れているという状況でございます。その中で

きちんと、例えば社員の教育ですとか、社員

の育成についてはこうしていきなさいという

ことも定められておりますし、あわせて空港

全体の経営につきましても、年度年度で国が

ちゃんと間に入って、所有権は国が持ってお

りますので、国が入って、ちゃんとその目的

とした事業が達成されているかどうかという

ことをチェックしてまいります。 

 これがもし達成されていない場合につきま

しては、国がきちんとそれを是正する権限も

ございますし、場合によっては途中で契約を

解除するという権限も維持しております。そ

ういうことで、空港は非常に大事なインフラ

でございますので、それはきちっと雇用関係

も含めまして守られている仕組みで、法律上

はなっているところでございます。 

 以上でございます。 

 

○岩中伸司委員 説明を聞いて安心をして、

夢があるなという感じも受けたんですけど

も、しっかり私も改めて勉強し直したいとい

うふうに思いますが……。 

 もう一つ、同じような交通、空港ライナー

の件で先ほど質問があったんですが、試験運

行ということでもう５年間になるんですが、

私はこれは本会議で１回質問したと思うんで

すが、試験運行ということならば、今度は本

格運行になるということですけれども、私の

理解では、試験運行だから無料で運行してい

るのかというふうな理解をしていたんですけ

ども、それは全く関係ないですね。本格的な

運行にあっても、これは無料で運行するとい

うことですか、利用料は、運賃は取らない

と。 

 

○藤井交通政策課長 御指摘のとおり、運賃

は取らないで運行いたします。今、本格運行

という言葉を使おうという形にしましたが、

まさに５年経過して、運行ダイヤ、運行本

数、乗り方、利便性も高まってきた、あわせ

て認知度も高まって、本会議でも申し上げま

したが、答弁にありましたけども、検索あた

りですぐ出てくる。海外の方々で移動するの

にライナーというのを使い始めたという形

で、かなり認知度が上がっていまして、まさ

に無料化していることによりまして、ＬＣＣ

なども関心が高まっておりまして、そういっ
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た利用客をふやすような動きも見え始めてお

ります。 

 また、先日申し上げましたが、運行費用に

つきましても、関係者が共同で出し合ってや

る運行体制になって、無料で運行できるとい

う形態でございますので、この形態を続けな

がら、さらに利用者数をふやしていくという

ことで取り組んでいきたいと考えておりま

す。 

 

○岩中伸司委員 そういうところで、利用者

の内容、私は沿線住民の人たちが一番圧倒的

に多いのかなと。ちょっと距離があるところ

は、福岡空港、鹿児島空港とありますので、

熊本駅周辺か豊肥線沿いか、この辺が利用者

が圧倒的な数だと思うんです。パーセントで

いけば利用者はどういう――今外国の話もあ

ったんですが、それもあるかもしれぬけど、

圧倒的に地元と思うんですが……。 

 

○藤井交通政策課長 昨年度アンケートをや

っておりまして、そのアンケートの結果です

と、利用者といたしましては居住地別では、

県内のほうは熊本市、大津町、菊陽町あたり

が多うございます。 

 また、県外の方々ですと関東、関西、そう

いった方もアンケートに答えていただいてお

ります。 

 

○岩中伸司委員 県外というのは極めて少な

いんじゃないですか。 

 

○藤井交通政策課長 アンケートをとりまし

たところ、半分が県外です。 

 

○岩中伸司委員 半分が県外。そしたら、私

は沿線がほとんどかなというふうな感じを持

っていたんですけれども、県外の人というの

は何か不思議だなというふうな思いをするわ

けですけど、やっぱり……。 

 

○藤井交通政策課長 旅行者の方々結構使わ

れていると思いますが……。例えばバッグを

ちょっと乗せたいというお客様も多くて――

というお話も伺っています。 

 

○岩中伸司委員 そういう意味でネーミング

を今度は変えていくということで、空港にイ

メージがぱっと湧くようなネーミングをつけ

るということ、これはＪＲとの話もついてい

るということで先ほど説明があったですね。 

 

○藤井交通政策課長 愛称をつけるというこ

とでは協議が整いましたので、予算を出させ

ていただきました。まだ名称につきましては

今協議中でございます。 

 

○岩中伸司委員 そうすると、それはＪＲは

負担をするんですか。 

 

○藤井交通政策課長 ＪＲも一部負担をされ

る部分があるように今調整をしております。 

 

○岩中伸司委員 ぜひ、ＪＲが一番これでは

利益が出てくるわけですので、ぜひよろしく

お願いをしたいと思います。 

 

○藤井交通政策課長 ＪＲもちゃんと出され

ます。済みません。調整と言いましたが、ち

ゃんと出されることになっています。 

 

○岩下栄一委員 ちょっと古い話をして申し

わけないけど、Next Stage、大空港の話です

けれども、この地域は熊本空港を核として益

城、西原とずっとつながる区域のテクノポリ

ス構想というのが過去にあったわけですね。

古い話で済みません。その場合に、随分多額

のお金をつぎ込んで、テクノパークとかそう

いうものを造成して、企業立地を進め、国の

お金を使ってきたわけですけれども、経済委
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員会の所管かもしれないけれども、テクノポ

リスの総括、今さらという感じだけどね、つ

くりっぱなしじゃいかぬ、こいつの総括、そ

してまたテクノ公園に立地する企業が随分撤

退したと聞いていますし、それから再利用、

空港の至近距離にあんな広大な面積を有して

いますからね、そういうことも考えて、この

『大空港構想Next Stage』に位置づけるべき

ではないかなと思います。部長でもいいです

よ。（笑声） 

 

○島崎企画振興部長 テクノポリス構想につ

きましては、あれがあったからこそ大企業で

あるとか、当時製造業とか、日本のものづく

りが日本の国内工場をつくって、しっかりと

対応していくという時代でしたので、その時

宜に合ったこととして、誘致手段として非常

に有効なんであると私としては思っておりま

す。 

 確かに、いつごろからでしょうか、バブル

崩壊が90年代ぐらいから、国内工場の再配置

であるとか、あるいは海外への移転などもあ

りますので、最適立地というもの、考え方自

体が、多少と言うか多く、日本国内で変わっ

てきていますので、幾らかは撤退していると

ころなどもあるのかと思いますが、需要にそ

の時期あっていたことは間違いないですし、

今我々その恩恵を受けておるところです。 

 産業構造が変化を見せていまして、その中

でどういう、明らかに今新しいフェーズに入

っていると思います。新しいＩｏＴであると

か、ＡＩであるとか、そういった技術なども

出てきていますので、ここは練り直しなんだ

と思います。その立地政策につきましても、

どういった産業であれば、しっかりと抜けた

ところですとか、空いたというと申し訳ない

んですけど、まだ活用が可能なところに何を

持ってくるか、あるいは地場の産業でどうい

うふうに埋めるか、何の施設をつくるのか、

ＩｏＴ関係、それこそビッグデータでいろん

なものを作業する人のものをつくるような地

域もいっぱいある。それこそが我々の考えど

ころでして、そこは商工観光労働部と一緒に

なって、しっかり、後というのをどうしてい

くのかというか、これから何で投資をしてい

ただくのかというところを、しっかりやって

いかなきゃいけないと思っています。時代の

変化をちゃんと捉えてやっていきます。 

 

○岩下栄一委員 当時の企画開発部長が随分

熱心に推進されて、細川さんもああいう人だ

ったから力入れてでき上がったんですけど、

過去の遺物を、はいさようならでなくて、や

っぱり再活用して、今度の大空港構想ステー

ジ２に、ぜひ大きく生かしてほしいなと、要

望します。 

 

○小杉直委員 企画振興部に１件と、県警に

１件質問します。 

 企画振興部長の説明の中で、２ページ目で

すね。ターミナルビルを新設することが必要

と判断しました、と髙木議員の質問に対して

知事が答弁したことですが、これは事業費あ

るいは原資はどのくらい考えておられます

か。 

 

○藤井交通政策課長 費用につきましては、

今後民間がかなり設計から含めてやってまい

りますので、金額としては幾らになるかとい

うのははっきりしておりません。ただ、検討

の段階でかなり多額の費用が、当然のことな

がら昨年度増改築を計算するだけでも何十億

円かかかるということでございまして、相当

費用はかかると思います。 

 ただ、国のほうも、なかなかそういった、

行政から数字を出すことはあまりなくて、逆

に民間からの提案によりまして、設計等も含

めて提案していただく形になっておりますの

で、金額のほうは差し控えさせていただきま

す。     
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○小杉直委員 それでは、ＰＦＩについてい

ろいろ説明がありましたが、このターミナル

ビルもＰＦＩ方式を考えていくんですか。 

 

○藤井交通政策課長 おっしゃる通りでござ

います。 

 

○小杉直委員 ＰＦＩ方式は有効性がありま

すので、民間が採算ベースであれば参加する

でしょうが……。わかりました。 

 そんなら、県警のほうに１点。何ページだ

ったか、信号機の――56ページ、部長でも課

長でもよかですが、(2)信号機の運用改善等

というふうにこれは説明があっとりません

が、かなり今度の地震で500カ所の被害が発

生し、復旧可能なものから復旧しているとい

うことでしたが、大体現状では復旧状況はい

かがですか。 

 

○奥田交通部長 信号機等の損傷でございま

すけれども、10月末現在で、529カ所損傷し

たうちの378カ所の修繕が終わりました。 

 

○小杉直委員 大体、おおむね順調に復旧し

ておるという理解でようございますか。 

 

○奥田交通部長 はい、おっしゃるとおりで

す。 

 

○小杉直委員 わかりました。 

 

○森浩二委員長 ほかに。 

 

○大平雄一委員 『大空港構想Next Stage』

に関することなんですけれども、産業のとこ

ろで少し触れられていますけど、柔軟な制度

運用により新事業を展開ということで、空港

周辺というのは優良農地が多くて、土地利用

の規制がかなりかかっておったと思います。

そして、そこには第２空港線沿線も土地利用

の規制がかかっておったと思います。今後そ

ういったところの取り扱い、そしてまた町の

地区計画、こういったところとの兼ね合いあ

たりを教えていただければと思います。 

 

○藤井交通政策課長 先日、新聞にも出てお

りました益城町の復興計画、そのあたりにも

市街地北側に新住宅エリアを整備するとか、

いろんな町の考え方がございます。甚大な被

害を受けました益城町などでは、やはりどこ

の地区につくっていくかということで、そこ

につくるという計画を、地区計画としてきち

っとつくられた場合には、関係部局と協議し

ながら、柔軟な運用も考えられるのではない

かと考えておりまして、やはりここは町の計

画が重要になってくると思いますので、それ

と連携しながら、将来の町の発展につながる

ように取り組みにつなげていきたいと考えて

おります。 

 一応、柔軟な制度運用ということで市街化

調整区域、農振・農用地区域、いろいろござ

いますので、そういった制度運用につきまし

て都市計画とあわせて協議できればという考

えでございます。 

 

○大平雄一委員 わかりました。 

 

○森浩二委員長 ほかに。 

 

○松村秀逸委員 先ほどの道路の件と前川委

員からお尋ねがあった道路の流れでございま

すが、15ページの中九州横断道路が、大津－

熊本間を急いでほしいんですが、その中で、

続きまして熊本環状連絡道路というのがござ

います。15ページ。これがやっぱりセットで

考えていただいたほうがいいと思うんですけ

ど、熊本市がこちらをやるということでござ

いますけど、その辺の連携ですね。 

 といいますのが、熊本北バイパスがつなが
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って、国道３号線につながって、植木バイパ

スとのつながりがうまくいけばよかったんで

すが、あすこはまだ植木バイパスができてい

ないということで、国道３号線の交通渋滞が

大変ひどくなっていますね。それと同じよう

な流れで、大分からの中九州横断道路がきた

ら熊本環状にスムーズな流れをつくるために

も、市との連携をぜひやっていただきたいと

いうことで、今どういう状況かというのをち

ょっとお尋ねしたいんですが……。 

 

○上野道路整備課長 今おっしゃいました熊

本環状連絡道路につきましては、熊本西環状

道路から先線として連絡道路、さらに中九州

横断道路につながるような予定ということで

考えられている道路で、熊本市さんのほうが

事業主体として今後進められるということに

なっております。 

 県としましては、熊本都市圏の交通の連絡

会議と申しますか、そういうものを国と県と

熊本市さんのほうで会議の場を持っておりま

して、おっしゃいますように、先ほど前川委

員のほうからもありました中九州横断道路の

熊本－大津間を計画するに当たっては、当然

西側の接続の熊本環状連絡道路というもの

を、一体的に考えていく必要がございます。 

 今から計画を進めていく段階でございます

ので、しっかり連携をとって、交通機能が円

滑に発揮されるように取り組んでまいりたい

と思います。 

 以上でございます。 

 

○池田和貴委員 済みません。34ページ、こ

れは交通政策課なんですが、その他の新規路

線で、12月30日から１月３日に、ＨＩＳ主催

のフィリピンの双方向チャーター便が運航さ

れる予定ということなんですが、これは初め

てなんですけど、このＨＩＳがフィリピンと

何かやろうとしているのがあってやるんです

か。 

 

○藤井交通政策課長 済みません。ちょっと

手元には資料がないんですが、セブ島に向か

う旅行商品ということで、年末年始を海外で

過ごす方の旅行商品と思われます。 

 

○池田和貴委員 わかりました。そういうこ

となんですね。実は、フィリピンは皆さん御

承知のとおり、キリスト教を信仰する人が多

い国なんですね。経済発展も非常にしている

ところなんで、ことしの８月にキリスト教関

連資産が世界遺産に向けて国から推薦をされ

ましたので、２年後に向けては、それは一つ

の大きなフィリピンに対する価値の発見にな

るのかなというふうに思ったもんですから、

その辺もしっかりと見ていただければと。特

に、長崎との連携が重要になってくるんじゃ

ないかなと思いますので、そこをよろしくお

願いしたいというふうに思います。 

 

○森浩二委員長 いいですか。 

 

○池田和貴委員 はい。 

 

○森浩二委員長 ほかに。 

 

○荒木章博委員 ちょっと一つ。この７ペー

ジの城南スマートインターチェンジですけ

ど、この状況を。１年３カ月か、そういう状

況をちょっと。市の方はどういう対応を… 

 

○上野道路整備課長 ７ページの城南スマー

トインターチェンジにつきましては、熊本市

とＮＥＸＣＯ西日本さんのほうで事業を行っ

ておられまして、来年、平成29年６月の供用

に向けて現在工事が進められております。当

然用地は終わっております。 

 工事の役割区分につきましては、熊本市さ

んが県道の宇土甲佐線から料金所まで、料金

所から高速道路の本線がＮＥＸＣＯさんとい
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うふうな区間を分けて行っておられます。 

 供用時期につきましては、熊本地震の発生

により工程に少し厳しいところは出ておりま

すけれども、目標どおり、来年の６月の供用

に向けて、現在しっかり熊本市さんとＮＥＸ

ＣＯ西日本のほうで取り組んでおられます。 

 以上でございます。 

 

○荒木章博委員 地震があったもんですから

遅れるのかなと、いつも私これは各課のほう

に行って申し出をしていますので、来年度予

定どおり６月に開通できるようによろしくお

願いしておきます。 

 以上です。 

 

○森浩二委員長 これで質問は終了したいと

思いますけど、よろしいですか。 

  （「はい」と呼ぶ者あり） 

○森浩二委員長 次に、議題(2)閉会中の継

続審査についてお諮りします。 

 本委員会に付託の調査事件については、引

き続き審査する必要があると認められますの

で、本委員会を次期定例会まで継続する旨、

会議規則第82条の規定に基づき、議長に申し

出ることとしてよろしいですか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○森浩二委員長 異議なしと認め、そのよう

にいたします。 

 その他で何かありませんか。 

 

○岩下栄一委員 57号線の代替ルートないし

はミルクロードの話ですけれども、冬場の凍

結が随分心配されていて、我々も墓参りで、

御先祖さんの墓参りに正月に行かぬといかぬ

もんだから、凍結対策何かあるんですか。 

 

○長井道路保全課長  今、委員が言われた57

号線の今迂回路になっておりますミルクロー

ドと菊池赤水線、この約14キロが迂回路にな

っております。これにつきましては国交省の

ほうと連携しまして、雪対策を今まで検討し

てまいりました。 

 それで、国のほうからまず交差点の改良、

そして待避所、要するにチェーン等の着脱の

場所、または故障車の誘導場所として待避所

を11カ所、それと路肩の側溝にふたをかける

というような安全対策をやってまいりまし

た。 

 そして、今般、22基の監視カメラ、それに

照明灯をつけていただきまして、実はそのう

ち主要な４カ所につきましては、きょう、本

日の午後に、一般にホームページで見られる

ようになりました。 

 また、以前からですけれども、インターネ

ット上ではグーグルサイトに接続しますと、

渋滞状況も見れるようになっております。そ

して、雪対策、凍結対策としましては、現場

に国の職員、または県の職員の詰め所をつく

っていただきまして、24時間、注意報等がで

てきましたら、事務所に待機、また確率が高

くなってまいりましたならば現場での待機を

して、24時間体制で取り組んでいく予定とし

ております。 

 以上でございます。 

 

○岩下栄一委員 万全の体制で大変ありがた

いです。どうぞよろしく。 

 

○前川收委員 御苦労さまです。 

 

○森浩二委員長 ほかになければ、本日の委

員会はこれで閉会いたします。 

  午前11時31分閉会 
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